
愛
と
復
興

議
会
だ
よ
り

元気いっぱいの子どもたちが明和保育所に入所しました。
平成 25年 4月 5日　明和保育所入所式にゅうしょおめでとうにゅうしょおめでとうにゅうしょおめでとうにゅうしょおめでとう

■主な内容

平成25年度予算が可決！ ………………………………  2
平成25年度予算の概要 …………………………………  4
予算特別委員会の審議内容……………………………  6
常任委員会の活動報告 …………………………………  8
災害対策特別委員会活動報告（最終報告） …………  10
3月第 2回会議開催 ……………………………………  11
町議会から国へ意見書を提出 ………………………  12
一般質問 8人の議員が登壇 ……………………………  13
聴かせてくんつぇ 議員の突撃インタビュー …………  22
町民からの陳情・請願 あの陳情の行方と結果 ……  23

No.131
平成25年5月24日発行

発行：福島県南会津郡只見町議会
編集：只見町議会広報特別委員会
〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591番地30
TEL.0241–82– 5300　FAX.0241–82–5222
E-mail:gikai@town.tadami.lg.jp

2013 MAY



過去最大規模過去最大規模 総額62億6,600万円総額62億6,600万円
ⅠⅠⅢⅢ

ⅡⅡ

ⅣⅣ

ⅤⅤ

八木沢・叶津集会施設建設事業

役場本庁舎建築設計支援事業

雪んこタクシー補助事業

……………… 8,482万円

……………… 2,500万円

……………… 1,918万円

住民と行政が
協働するまちづくり
総事業費 3億7,271万円

自然に感謝する
まちづくり

総事業費 4億7,093万円

保健・医療・福祉が
一体となった

元気なまちづくり
総事業費 5億2,797万円

新たな産業と
循環型社会を

構築するまちづくり
総事業費 10億7,394万円

教育、文化を
大切にするまちづくり
総事業費 1億5,156万円

3月会議開催3月会議開催

主な5つの事業

クロー
ズ

アップ
クロー

ズ

アップ

地域密着型介護施設整備事業

放射性物質対策事業

防災行政無線・地域防災計画

……………… 3億4,700万円

………………… 1,861万円

更新事業…… 3,531万円

クロー
ズ

アップ
クロー

ズ

アップ

林道施設過年災害復旧事業

6次化産業起業家応援事業

エゴマの里プロジェクト事業

「木の駅構想事業」

……………… 7億7,901万円

………………… 900万円

………………… 360万円

…… 154万円

クロー
ズ

アップ
クロー

ズ

アップ

小・中学校学力向上事業…… 678万円
只見高校振興対策事業

民具収蔵展示施設整備事業

地域包括型スポーツパーク

………………… 3,800万円

………………… 500万円

構想策定事業…… 300万円

クロー
ズ

アップ
クロー

ズ

アップ
ユネスコエコパーク推進事業

小水力発電事業（調査等）

只見統合簡易水道整備事業

……………… 2,435万円

……………… 1,100万円

………… 1億3,203万円

クロー
ズ

アップ
クロー

ズ

アップ

2

只
見
町
議
会
3
月
会
議
は
、
3
月
12
日
か
ら
22
日
ま
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
13
会
計
の
当
初
予
算
は
、

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、集
中
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
は
一
部
の
意
見
を
付
し
ま
す
が
、
全
て
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
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計
で
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、
歳
入
予
算
と
し
て
、
只
見
川
豪
雨
災
害

復
興
交
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金
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
予
算
特
別
委
員

会
の
中
で
は
、
宅
地
造
成
事
業
に
関
連
し
て
、
町
の
将
来
の

住
宅
政
策
の
在
り
方
の
見
直
し
や
、
歳
出
予
算
の
具
体
的
検

討
が
欠
け
て
い
る
点
な
ど
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
条
例
の
改
正
・
制
定
、
平
成
24
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。
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●「主な 5つの事業」の各項目は、「第 6次只見町振興計画」に基づくものです。3
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町の歳入・歳出予算

歳入
62億6,600万円

依存財源 74.9％
46億9,154万円
依存財源 74.9％
46億9,154万円

投資的経費 25.5％
15億9,817万円
投資的経費 25.5％

15億9,817万円

社会資本経費
74.5％

46億7,004万円

社会資本経費
74.5％

46億7,004万円

その他の経費
51.5％

32億2,548万円

その他の経費
51.5％

32億2,548万円

所得対策経費
25.5％

15億9,596万円

所得対策経費
25.5％

15億9,596万円

義務的経費
23.0％

14億4,235万円

義務的経費
23.0％

14億4,235万円

町税
9億1,311万円

人件費
8億7,633万円

地方交付税
20億3,000万円
地方交付税

20億3,000万円

県支出金
17億459万円
県支出金

17億459万円

町債
6億4,690万円

町債
6億4,690万円

繰入金
5億2,870万円
繰入金

5億2,870万円

普通建設事業費
6億6,577万円
普通建設事業費
6億6,577万円

人件費
8億7,633万円
人件費
8億7,633万円

物件費
5億2,766万円
物件費
5億2,766万円

繰出金
8億3,922万円
繰出金
8億3,922万円

物件費
（委託料）
4億8,866万円

物件費
（委託料）
4億8,866万円

補助費
6億3,369万円

補助費
6億3,369万円

公債費
3億8,218万円

公債費
3億8,218万円

積立金
5億618万円

積立金
5億618万円

普通建設事業費
6億6,577万円
普通建設事業費

6億6,577万円

災害復旧事業費
9億3,240万円
災害復旧事業費

9億3,240万円

災害復旧事業費
9億3,240万円
災害復旧事業費
9億3,240万円

補助費等
6億7,894万円

補助費等
6億7,894万円

繰出金
8億3,922万円
繰出金
8億3,922万円

物件費
10億1,632万円

物件費
10億1,632万円

積立金
5億618万円

積立金
5億618万円

分担金および負担金
2,200万円

使用料および手数料
3,061万円

その他自主財源
8,004万円

国庫支出金
1億8,765万円

譲与税・交付金
1億2,240万円

（1万円以下は四捨五入）

町の収入

歳出
62億6,600万円

扶助費
1億8,384万円

予備費 4,204万円
貸付金 3,300万円

維持修理費 1億979万円

予備費 4,204万円
貸付金 3,300万円

町に入る歳入予算は、
次のように使われます。

町の支出
自主財源 25.1％
15億7,446万円
自主財源 25.1％
15億7,446万円

公債費
3億8,218万円
公債費

3億8,218万円

歳出
62億6,600万円

維持補修費
1億979万円

扶助費 1億8,384万円
補助費 4,524万円

2つの歳出グラフの違い
このページの上のグラフは議会の作成したグラフで、下
は町の作成したグラフです。同じ歳出額ですが、2つのグ
ラフでは捉え方が違っていることに注目してください。
例えば、町のグラフでは「人件費」が「義務的経費」となっ
ていますが、議会のグラフでは「社会資本経費」となっ
ています。また「物件費」のうちの約 48％を委託料（＝
人件費）として社会資本経費に計上しています。議会と
しては、人は町の財産である「人財」という意識のもと、「人
件費」および人件費扱いにできる物件費の内の「委託料」
を「社会資本経費」として分析しています。すなわち、
議会では、町の公務員ならびに公費で働く人すべてを投
資的人財という捉え方をしています。

議会作成の歳出グラフ

町作成の歳出グラフ

4

町の歳入にかかる自主財源のほとんどが、義務的
経費として使われており、投資的経費および社会資
本経費の財源は、地方交付税や国庫支出金などの依
存財源となっています。
今後、依存財源が減っていくと、それだけ町の未

来投資にかけられるお金が減ることから、自主財源
を増やす努力が必要であり、かつ投資的経費および
社会資本経費が、どれだけ町の経済にプラスとなっ
ているか分析・検証が必要となります。

用語の意味

①自主財源：町自らの手で確保できる収入
②依存財源：国・県から交付もしくは割り当てられる収入
③義務的経費：歳出予算のうち、任意に削減できない極め
て硬直性が強い経費
④投資的経費：道路、橋りょう、学校、公営住宅の建設等
社会資本の整備等に要する経費
⑤所得対策経費：所得を再分配するための経費
⑥社会資本経費：道路、河川、学校などの社会生活基盤と
社会経済産業基盤を形成するための経費
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次の 3項目の意見を付して原案のとおり
採択すべきものとして報告しました。委員会から議会への報告
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り
増
え
て
い
る
︒

買
取
な
ど
は
考
え
な
い
の

か
？

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
管
理
も
含

め
、
効
果
的
な
方
法
と
し
て

実
施
し
て
い
る
。

＊　

＊　

＊

出
会
い
の
場
づ
く
り
事
業
委

託
料
1
5
0
万
円
は
︑
毎

年
継
続
し
て
い
る
が
課
題
等

把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
？

課
題
は
把
握
し
て
い
る
が
、

解
消
は
さ
れ
て
い
な
い
。
見

直
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
き

た
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
委
託
料

5
0
0
万
円
は
︑
過
大
な

見
積
も
り
で
は
？　

現
実
的

な
見
積
も
り
を
し
て
い
た
だ
き
︑
他
に

必
要
な
予
算
に
振
り
分
け
る
べ
き
︒

町
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
つ

く
る
中
で
、
多
機
能
の
も
の

を
取
り
入
れ
、
か
つ
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
高
め
る
上
で
必
要
な
予
算
で

あ
る
。

＊　

＊　

＊

﹁
道
の
駅
﹂
構
想
に
つ
い
て
︑

具
体
的
な
計
画
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
て
︑
担
当

委
員
会
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
︒な

る
べ
く
情
報
提
供
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ご
意

見
を
頂
き
進
め
て
い
き
た
い
。

議会で採択した陳情・請願について
は十分尊重の上、予算の編成、執行

にあたられたい。
宅地造成事業に関連して、町の将来
の住宅政策全般のあり方を再検討さ

れたい。

予算編成について……歳入見積もり
について、年間予算主義に基づき見

込まれる予算については、過小評価のない
よう努められたい。歳出については、具体
的検討に欠けている予算が見受けられるこ
とから是正されたい。

1 3

2

予算特別委員会の審議内容

意　見　書

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
只
見
町
の
一
般
会
計
予
算

62
億
6
6
0
0
万
円
お
よ
び
特
別
会
計
27
億
4
5
1
0
万

円
に
つ
い
て
付
託
を
受
け
、
4
日
間
慎
重
審
議
し
ま
し
た
。

主
な
審
議
内
容
と
町
当
局
の
回
答
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

回
答

回
答

回
答

回
答
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地
域
防
災
計
画
の
更
新
内
容

は
？

災
害
発
生
時
の
初
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
組
織
体
制
、
優
先
度

等
を
再
検
討
す
る
。
原
子
力

災
害
も
想
定
に
加
わ
る
。

＊　

＊　

＊

子
育
て
広
場
事
業
に
つ
い
て

「
教
育
の
原
点
は
家
庭
に
あ

り
」
と
い
う
意
識
醸
成
の
た

め
家
庭
教
育
の
支
援
事
業
に

取
り
組
む
。
低
学
年
対
象
で
本
年
度
よ

り
3
地
区
に
拡
充
す
る
。

＊　

＊　

＊

民
具
の
収
蔵
計
画
に
つ
い
て

考
古
館
と
一
体
で
検
討
す
る
。

ど
の
よ
う
な
一
体
が
可
能
か
、

展
示
施
設
の
構
想
を
本
年
度

委
託
し
た
い
。

災
害
指
定
最
終
年
次
の
今
年
︑

特
に
林
道
に
つ
い
て
︑
指
定

年
限
内
で
残
り
の
工
事
完
了

は
可
能
か
︒施

工
方
法
、
積
算
見
直
し
な

ど
県
と
も
十
分
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

＊　

＊　

＊

行
政
の
予
算
は
単
年
度
主
義

が
原
則
で
あ
る
も
の
の
︑
中

長
期
的
な
視
野
で
未
来
志
向

の
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
に
当
り
︑

町
の
資
産
が
ど
れ
だ
け
あ
り
︑
ど
れ
だ

け
の
予
算
が
未
来
へ
の
投
資
に
使
わ
れ

て
い
て
︑
使
わ
れ
た
お
金
が
実
際
に
ど

れ
だ
け
町
の
活
性
化
や
発
展
に
貢
献
し

て
い
る
の
か
の
分
析
が
必
要
だ
︒
そ
の

た
め
に
は
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
︵
貸
借
対

照
表
︶
の
作
成
や
︑
行
っ
た
事
業
の
そ

の
後
に
お
け
る
分
析
が
必
要
不
可
欠
と

思
う
が
？

分
析
は
必
要
だ
と
認
識
し
て

い
る
が
、
ま
だ
そ
れ
が
で
き

る
状
態
に
は
な
い
。
ま
た
、

必
ず
し
も
分
析
で
き
る
よ
う
な
事
業
ば

か
り
で
も
な
く
、
難
し
い
面
も
あ
る
。

国
道
2
8
9
号
開
通
促
進

の
Ｐ
Ｒ
看
板
の
設
置
を
早
急

に
で
き
な
い
か
？

国
道
管
理
者
と
の
協
議
が
あ

る
が
お
盆
前
目
標
で
設
置
す

る
。

＊　

＊　

＊

職
員
給
与
に
つ
い
て
︑
今
回

の
国
家
公
務
員
の
7
・
8
％

減
額
に
準
じ
て
減
額
す
る
の

か
︒

総
務
大
臣
よ
り
お
願
い
の
文

書
が
き
て
い
る
。
7
月
改
定

目
標
に
進
め
た
い
。

予算特別委員会とは

議会本会議では、質問制限がかかるため、質問

制限のない委員会で充実した審議を行うため設置

しています。ここでは、当委員会での審議状況に

ついてお知らせいたします。

大
型
固
定
資
産
税
の
収
入
も

年
々
減
少
す
る
中
で
︑
自
主

財
源
対
策
が
必
要
で
は
？

大
規
模
償
却
資
産
は
、
年
間

約
2
0
0
0
〜
3
0
0
0
万

円
減
額
と
な
る
。
今
後
全
国

水
力
ダ
ム
立
地
町
村
な
ど
と
の
連
携
で

大
き
な
課
題
と
し
て
国
に
対
し
申
し
上

げ
て
い
き
た
い
。

＊　

＊　

＊

雪
ん
子
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を

再
検
討
で
き
な
い
か
？

運
行
料
金
引
下
げ
は
な
か
な

か
困
難
、
土
日
運
行
も
含
め

て
、
再
検
討
の
意
見
交
換
を

行
う
。

＊　

＊　

＊

明
和
自
治
振
興
会
の
発
足
に

つ
い
て
︑
従
来
の
運
営
委
員

会
と
の
関
係
は
？

地
域
の
思
い
が
形
に
な
っ
た

経
過
、
事
業
も
運
営
委
員
会

を
継
承
し
新
た
な
課
題
に
取

り
組
む
。
3
地
区
同
一
ス
タ
ー
ト
で
あ

つ
か
う
も
の
で
は
な
い
。

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答
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と
合
わ
せ
て
再
調
査
し
、
6
月
を
目
途
に

結
論
を
出
す
こ
と
で
決
定
し
ま
し
た
。

旧
明
和
小
学
校
体
育
館
に
つ
い
て
も
、

新
た
な
産
業
振
興
対
策
で
の
再
利
用
が
可

能
か
ど
う
か
、
再
検
討
す
る
こ
と
と
し
、

取
り
壊
し
処
分
を
い
っ
た
ん
中
止
と
す
る

決
定
を
し
ま
し
た
。

旧
東
北
電
力
小
林
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
施
設
の
老
朽
度
合
い
か
ら

今
年
度
取
り
壊
し
処
分
す
る
提
案
を
受
け
、

了
承
決
定
し
ま
し
た
。

発
と
の
歴
史
的
背
景
、
奥
会
津
の
公
共
交

通
と
し
て
の
役
割
、
震
災
後
の
会
津
観
光

復
興
の
目
玉
と
し
て
そ
の
重
要
性
等
を
訴

え
て
き
ま
し
た
。
福
島
県
で
も
財
政
支
援

の
方
向
を
打
ち
出
し
、
今
後
は
現
在
JR
に

よ
り
行
わ
れ
て
い
る
被
害
調
査
が
完
了
次

第
、
関
係
機
関
と
と
も
に
新
た
な
対
策
を

講
ず
る
こ
と
な
る
た
め
、
継
続
審
査
と
決

定
し
ま
し
た
。

町
当
局
か
ら
老
朽
化
し
た
3
つ
の
公
共

施
設
に
つ
い
て
、
取
り
壊
し
処
分
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。
只
見
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
か
ら
場
所

の
利
便
性
な
ど
に
つ
い
て
再
利
用
の
要
望

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
耐
震
補
強
に
よ
る
継

続
利
用
が
可
能
か
ど
う
か
を
費
用
対
効
果

用
期
限
が
平
成
24
年
度
で
終
わ
る
こ
と
か

ら
、
町
当
局
よ
り
現
在
の
会
社
に
「
無
償

譲
渡
」
に
よ
り
建
物
を
処
分
す
る
旨
の
提

案
が
あ
り
、
3
度
の
委
員
会
で
審
議
し
た

結
果
、
駅
前
と
い
う
町
の
主
要
地
に
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
無
償
譲
渡
で
な
く
将
来

の
有
効
利
用
も
考
え
、
国
に
一
部
補
助
金

を
返
還
し
て
も
町
の
施
設
と
し
て
所
有
し

て
お
く
べ
き
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

本
内
容
は
、
経
済
文
教
常
任
委
員
会
で

も
審
議
さ
れ
、
同
様
の
結
論
を
得
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
、
会
津
坂
下
町
を
事
務
局
と

す
る
只
見
線
活
性
化
協
議
会
、
沿
線
町
村
、

町
議
会
で
JR
本
社
、
国
の
所
管
省
庁
な
ど

へ
只
見
〜
会
津
川
口
間
の
早
期
開
通
に
向

け
た
要
望
活
動
を
行
い
、
田
子
倉
ダ
ム
開

現
在
只
見
駅
前
に
あ
る
ス
ミ
タ
フ
ォ
ト

ニ
ク
ス
が
入
る
施
設
は
、
昭
和
61
年
に
町

の
産
業
構
造
の
改
善
を
図
る
た
め
に
国
か

ら
の
補
助
金
を
受
け
て
建
設
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
そ
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
法

律
で
厳
し
く
制
限
さ
れ
、
現
在
貸
付
の
使只見駅近くにあるスミタフォトニクス

下
請
共
同
作
業
所
の
貸
付
・

処
分
に
つ
い
て

無
償
譲
渡
す
べ
き
で
な
い

委
員
会
回
答

町
提
案

JR
只
見
線
の
早
期
全
線

復
旧
に
つ
い
て

今
後
、
JR
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
る

委
員
会
回
答

町
提
案

只
見
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

等
の
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て

す
ぐ
取
り
壊
し
せ
ず
再
利

用
を
検
討
す
べ
き

委
員
会
回
答

町
提
案

取り壊し処分が決まった旧東
北電力小林サービスセンター

再利用を検討するよう求めた旧
明和小学校体育館

常
任
委
員
会
の
活
動
報
告

総
務
厚
生
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一
、
県
立
只
見
高
校
の
永
続
的
な
存
続
と

地
域
の
将
来
を
担
う
生
徒
の
育
成
を
目

的
と
し
た
「
只
見
高
校
振
興
支
援
第
2

次
対
策
」
に
つ
い
て
、
確
認
・
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

二
、
町
当
局
か
ら
、
奥
会
津
の
中
核
的
基

幹
高
校
を
目
指
し
た
、
只
見
高
校
の

「
ブ
ラ
ン
ド
化
」
と
「
差
別
化
」
の
た

め
の
4
つ
の
柱
を
提
案

⑴　

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
取
り

組
み

⑵　

学
力
向
上
と
進
路
指
導
の
充
実

⑶　

山
村
留
学
制
度
の
魅
力
度
ア
ッ
プ

⑷　

地
域
の
教
育
振
興
に
貢
献
し
永
続

的
に
安
定
存
続
で
き
る
学
校

当
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
実
現

の
た
め
の
取
り
組
み
状
況
を
確
認
・

調
査
し
ま
し
た
。

町
民
、
地
域
の
理
解
と
協
力
も
あ

り
有
意
義
な
形
で
進
ん
で
お
り
、
今

後
も
き
め
細
か
な
支
援
の
継
続
を
期

待
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
期
第
12
期

生
15
名
と
な
る
山
村
留
学
生
に
つ
い

て
、
県
内
出
身
者
9
名
、
千
葉
県
や

東
京
都
な
ど
の
県
外
出
身
者
6
名
と

な
り
、
安
定
的
な
確
保
対
策
に
重
点

を
置
い
た
取
り
組
み
状
況
等
を
確

認
・
調
査
し
ま
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
を
目
指
す

町
と
し
て
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
事
か
ら
当
委
員
会

只
見
町
の
地
域
経
済
活
性
化
を
目
的
と

し
た
企
業
誘
致
策
の
一
環
と
し
て
「
只
見

町
企
業
誘
致
お
よ
び
立
地
促
進
条
例
」
の

提
案
を
町
当
局
よ
り
受
け
ま
し
た
が
、
当

初
案
で
は
企
業
側
が
面
積
5
0
0
㎡
以

上
の
建
築
物
を
建
築
す
る
旨
の
条
件
が

入
っ
て
お
り
、
製
造
業
を
主
に
意
識
し
た

条
件
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
現
代
に
お
い

て
は
産
業
構
造
や
企
業
形
態
も
多
種
多
様

と
な
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
誘
致
可
能
な

企
業
が
大
規
模
な
社
屋
や
工
場
を
必
要
と

す
る
業
態
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
た
め
、

企
業
誘
致
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め

に
は
こ
の
面
積
要
件
は
妨
げ
と
な
る
可
能

性
が
否
定
で
き
な
い
た
め
、
委
員
会
と
し

て
は
こ
の
面
積
要
件
を
緩
和
な
い
し
削
除

す
る
な
ど
し
て
、
よ
り
時
代
に
即
し
た
内

容
と
な
る
よ
う
提
言
し
ま
し
た
。

で
は
、
先
進
地
で
あ
る
「
富
山
県
黒
部

市
」、「
山
梨
県
都
留
市
」
を
視
察
し
、
小

水
力
発
電
で
お
こ
し
た
電
気
を
市
役
所
や

植
物
栽
培
施
設
の
電
力
と
し
て
使
用
し

余
っ
た
電
気
を
売
電
し
て
い
る
実
態
を
参

考
に
、
当
町
で
も
早
急
に
公
共
施
設
等
へ

の
導
入
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
と
申
し

上
げ
、
町
も
今
年
度
予
算
で
小
水
力
発
電

事
業
を
進
め
る
調
査
予
算
が
計
上
さ
れ
一

歩
前
進
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

常
任
委
員
会
の
活
動
報
告

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
調

査
に
つ
い
て

早
急
に
公
共
施
設
等
へ
の

導
入
を
検
討
す
べ
き

委
員
会
回
答

町
提
案

只
見
高
校
振
興
対
策
に
つ

い
て

今
後
も
、
地
域
の
重
要
課

題
を
理
解
の
上
、
鋭
意
検

討
願
い
た
い

委
員
会
回
答

町
提
案

只
見
町
企
業
誘
致
お
よ
び

立
地
促
進
条
例
の
調
査
に

つ
い
て

内
容
に
つ
い
て
、
再
検
討

を
要
す
る

➡
継
続
審
議

委
員
会
回
答

町
提
案

新たに15名の山村留学生を迎えた只見高校
第12期 山村留学生対面式

経
済
文
教
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施
設
と
林
道
が
寸
断
さ
れ
る
こ
と
は

地
域
の
死
活
問
題
で
あ
る
。

治
山
や
治
水
施
設
の
復
旧
と
林
道

の
復
旧
再
生
に
つ
い
て
の
大
き
な
懸

念
を
払
拭
す
べ
く
、
活
動
を
国
に
対

し
起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

当
委
員
会
で
は
、
集
中
豪
雨
と
ダ

ム
放
水
の
因
果
関
係
と
只
見
町
地
域

防
災
計
画
が
機
能
し
た
か
ど
う
か
の

2
つ
の
視
点
を
基
に
、
こ
れ
ま
で
調

査
・
検
証
し
た
結
果
と
し
て
、
今
回

の
災
害
に
お
い
て
は
「
只
見
町
地
域

防
災
計
画
」
の
執
行
が
適
切
に
行
わ

れ
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
こ
の
洪
水
災
害
の
発

端
が
記
録
的
な
豪
雨
で
あ
っ
て
も
、

二
つ
の
視
点
で
検
証
さ
れ
た
事
実
を

認
め
る
と
き
、
こ
の
洪
水
被
害
が

風
評
被
害
を
含
め
て
、
町
民
に
与

え
る
被
害
は
大
き
い
こ
と
か

ら
魚
類
や
野
生
キ
ノ
コ
の
出

荷
制
限
・
採
取
禁
止
に
つ
い

て
国
や
県
に
対
し
、
現
実
に

合
っ
た
規
制
の
見
直
し
を
求

め
る
べ
き
で
あ
る
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
只
見

町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
ま
す
。

町
で
内
部
被
ば
く
調
査
を
来
年
度

実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
推
移

を
見
守
り
た
い
。
こ
の
調
査
は
26
年

度
以
降
も
継
続
し
て
実
施
す
べ
き
で

あ
る
。

対
し
誠
実
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
企

業
と
し
て
そ
れ
が
理
解
で
き
な
い
な

ら
ば
、
地
域
と
企
業
の
共
存
は
到
底

で
き
な
い
。

「
自
然
災
害
で
あ
る
」と
言
い
切
る
こ

と
は
到
底
で
き
な
い
と
結
論
づ
け
る
。

農
山
村
に
と
っ
て
、
治
山
・
治
水

電
源
開
発
株
式
会
社
は
、
企
業

と
し
て
「
ダ
ム
操
作
規
定
」
を
盾

に
と
り
、
自
ら
の
立
場
を
正
当
化

し
て
は
な
ら
な
い
。
河
川
は
国
民

の
資
産
で
あ
り
財
産
で
あ
る
。
企

業
経
営
の
た
め
に
国
の
権
限
の
一

部
を
代
行
し
て
い
る
こ
と
を
十
分

念
頭
に
置
き
、
河
川
法
の
目
的
に

こ
れ
ま
で
に
災
害
対
策
特
別
委
員
会
で
は
︑
豪
雨
災
害
の
検
証
と
復

旧
に
つ
い
て
︑
ダ
ム
放
水
と
の
因
果
関
係
な
ど
に
つ
い
て
調
査
・
審
議

し
て
き
ま
し
た
︒
ま
た
︑
放
射
能
被
害
に
つ
い
て
も
町
民
の
健
康
や
産

業
振
興
に
つ
い
て
︑
調
査
・
審
議
し
て
き
ま
し
た
︒

今
回
︑
最
終
報
告
と
し
て
︑
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
ま
と
め
ま
し
た
の

で
︑
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
︒

豪
雨
災
害
の
検
証
と
復
旧
に
つ
い
て

放
射
能
の
影
響
に
つ
い
て

被害の大きかった叶津地区

保
健
福
祉
課
に
設
置
さ
れ
た
放
射
能
検
査
機
器

災害対策特別委員会活動報告
最終報告

電
源
開
発
株
式
会
社
は
、

河
川
法
の
目
的
に
対
し

誠
実
で
あ
る
べ
き

内
部
被
ば
く
調
査
を

継
続
し
て
実
施
す
べ
き

農
地
等
の
土
壌
調
査
に

つ
い
て
は
、
継
続
し
て

実
施
す
る
こ
と

出
荷
制
限
の
あ
り
方

な
ど
規
制
の
見
直
し
を

求
め
る
こ
と

山
岳
地
帯
の
イ
ン
フ
ラ

復
旧
に
は
、
国
の
特
別

措
置
等
が
必
要
で
あ
る

防
災
計
画
が
適
切
に

執
行
さ
れ
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
?
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よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

無
記
名
投
票
と
な
っ
た
経
緯

出
席
議
員
よ
り
無
記
名
投
票
に
し
て
ほ
し

い
旨
の
提
案
が
あ
り
、
他
の
議
員
か
ら
異
議

が
出
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
総
意
に
よ
り
無

記
名
投
票
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
意
案
件
と
は

議
会
当
日
に
直
接
町
長
か
ら
同
意
を
求
め

ら
れ
る
案
件
で
あ
り
、
人
事
に
関
し
て
は
町

長
が
任
命
権
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

議
会
と
し
て
は
あ
く
ま
で
も
提
案
さ
れ
た
人

事
に
対
し
て
賛
成
ま
た
は
反
対
の
票
を
投
じ

る
の
み
と
な
り
ま
す
。

他
の
議
決
事
項
の
よ
う
に
質
疑
や
議
論
を

経
て
議
決
に
至
る
事
項
と
は
内
容
が
異
な
る

た
め
、
同
意
案
件
を
決
定
す
る
際
は
、
一
切

の
質
疑
や
議
論
を
経
て
お
ら
ず
、
結
果
的
に

否
決
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
、「
な
ぜ
否
決

に
な
っ
た
の
か
？
」
と
い
う
理
由
は
会
議
場

で
明
ら
か
に
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
も
個
々
の
議
員
の
考
え
に
よ
る
も

の
の
結
果
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
否
決
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
逆

に
人
事
を
提
案
す
る
権
利
も
議
会
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。

の
対
応
の
不
手
際
に
つ
い
て
、
自
ら
減
給
を

課
す
こ
と
に
よ
っ
て
謝
罪
と
し
た
い
旨
。
な

お
、
総
務
企
画
課
長
は
「
文
書
訓
告
処
分
」、

副
町
長
は
「
厳
重
注
意
」
と
し
ま
し
た
。

質
疑
内
容

質
問　

な
ぜ
、
現
時
点
で
こ
の
よ
う
な
議

案
を
提
出
す
る
の
か
？

回
答　

あ
く
ま
で
も
、「
安
全
な
ダ
ム
放

流
を
求
め
る
只
見
町
民
会
議
」
が
出
さ
れ
た

質
問
に
対
し
て
、
不
手
際
を
お
詫
び
す
る
意

味
で
出
し
た
町
長
自
身
の
気
持
ち
で
あ
る
。

被
災
住
民
へ
の
対
応
は
、
今
後
ま
た
別
に

（
今
現
在
調
査
を
依
頼
中
の
第
三
者
機
関
に

よ
る
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え
た
う
え
で
）
協

議
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

同
意
案
件

副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

議
長
を
除
く
議
員
全
員
に
よ
る
無

記
名
投
票
の
結
果
、
賛
成
5
票
・

反
対
6
票
と
な
り
、
反
対
多
数
に

議
　
案

町
長
等
の
給
与
お
よ
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
同
年
6

月
30
日
ま
で
の
給
料
月
額
を
30
％

減
額
す
る
条
例
提
案
が
あ
り
、
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
理
由

今
年
1
月
、「
安
全
な
ダ
ム
放
流
を
求
め

る
只
見
町
民
会
議
」
に
よ
る
公
開
質
問
で
、

「
豪
雨
の
際
に
電
源
開
発
㈱
か
ら
奥
只
見
ダ

ム
の
放
流
を
知
ら
せ
る
連
絡
を
受
け
て
い
た

か
？
」
と
の
質
問
を
受
け
、
当
初
町
当
局
側

は
、「
連
絡
を
受
け
た
覚
え
は
な
く
、
記
録

も
な
い
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
2
月
に

な
っ
て
「
宿
直
記
録
で
電
話
連
絡
を
確
認
し

た
」
と
訂
正
し
ま
し
た
。
宿
直
日
誌
に
は
、

電
話
連
絡
が
あ
っ
た
旨
と
そ
の
時
間
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
総
務
企
画
課
長
印
が
押
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
宿
直
者
は
町
長
に
も

そ
の
旨
の
連
絡
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
事
実
を
認
め
、
そ

可 決

否 決

3月第 2回会議開催
議案 1件と同意案件 1件について審議

3
月
27
日
に
3
月
第
2
回
会
議
を
開
催
し
、
町
当
局
か
ら
提
出
さ
れ
た

議
案
お
よ
び
同
意
案
件
に
つ
い
て
審
議
し
た
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

と
早
期
発
効
を
求
め
る

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
、
県
内
の
労
働
力
の
確
保
や

若
年
層
を
中
心
と
し
た
労
働
人
口
の
県
外
流
出
防
止
の
た

め
に
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
福
島
県
の
一
層
の
発

展
を
図
る
た
め
、
福
島
県
最
低
賃
金
に
関
す
る
次
の
事
項

に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
。

1
．
福
島
県
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
6
月
に

行
わ
れ
た
「
雇
用
戦
略
対
話
」
の
合
意
に
沿
っ
た
引
き

上
げ
を
図
る
。

2
．
福
島
県
の
復
興
促
進
、
労
働
人
口
の
流
失
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
上
積
み
の
改
正
を
図
る
。

3
．
中
小
・
地
場
企
業
に
対
す
る
支
援
策
等
を
強
化
し
、

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
行
う
環
境
を
整
備
す
る
。

4
．
一
般
労
働
者
の
賃
金
引
き
上
げ
が
4
月
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
福
島
県
最
低
賃
金
の
改
定
諮
問
を
早
期
に
行
い

発
効
日
を
早
め
る
。

地
方
財
源
の
確
保

を
求
め
る

今
般
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
地
方

財
政
計
画
上
の
人
件
費
削
減
を
通
じ

た
地
方
交
付
税
の
削
減
」
は
、
地
方

に
国
の
考
え
方
を
強
制
す
る
内
容
で

あ
り
、
地
方
交
付
税
の
理
念
や
、
地

方
分
権
の
考
え
方
に
大
き
く
反
す
る

こ
と
と
な
り
、
看
過
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

ま
た
、
福
島
県
に
お
い
て
は
、
自

治
体
職
員
が
、
震
災
・
原
子
力
災
害

等
か
ら
の
着
実
な
復
旧
・
復
興
に
向

け
献
身
的
に
公
務
を
遂
行
す
る
中
で
、

財
源
が
確
保
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
り

業
務
の
妨
げ
と
な
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
る
こ
と
と
併
せ
て
、
自
治
体
職
員

の
給
与
が
、
地
元
企
業
に
働
く
労
働

者
や
各
種
団
体
職
員
の
給
与
の
指
標

と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
引
き
下

げ
に
よ
る
影
響
は
大
き
く
、
地
域
経

済
の
疲
弊
に
直
結
す
る
こ
と
と
な
る

た
め
、
地
方
の
一
般
財
源
総
額
を
前

年
度
の
地
方
財
政
計
画
の
水
準
を
下

回
ら
な
い
交
付
額
と
す
る
こ
と
と
、

自
治
体
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
こ
と

を
要
望
す
る
。

平
成
23
年
7
月
新
潟
・

福
島
豪
雨
災
害
に
よ
る

被
害
を
受
け
た
JR
只
見

線
の
早
期
全
線
復
旧
を

求
め
る

只
見
線
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
只
見

町
お
よ
び
会
津
地
方
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

確
保
、
観
光
・
産
業
振
興
の
た
め
、
JR
只

見
線
の
全
線
復
旧
に
向
け
て
、
早
期
全
線

復
旧
で
き
る
よ
う
、
国
と
し
て
最
大
限
の

支
援
を
す
る
こ
と
を
要
望
。

平成 24年度地域別最低賃金
都道府県 最低賃金時間額（円）
宮 城 6 8 5

福 島 6 6 4

東 京 8 5 0

島根・高知 6 5 2

全国加重平均値 7 4 9

最低賃金制度とは、最低賃金法に基づき国
が賃金の最低額を定め、使用者は、その最
低賃金額以上の賃金を労働者に支払わなけ
ればならないとする制度です。地域別最低
賃金は、産業や職種にかかわりなく、都道
府県内の事業場で働くすべての労働者とそ
の使用者に対して適用される最低賃金とし
て、各都道府県に１つずつ、全部で 47件
の最低賃金が定められています。

町議会から国へ意見書
3月22日に内閣総理大臣に提出しました

只
見
線
早
期
全
線
復
旧
を
願
い
︑
只
見
町

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
を
中
心
と
し
て

﹁
只
見
線
・
手
を
ふ
り
隊
﹂
応
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
中
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1 大
おおつかじゅんいちろう

塚純一郎 …………………… 14
▪町民生活安定のための豪雪対策本部の役割は
▪只見総合開発センター解体について、町民の合意は

2 小
お

沼
ぬま

信
のぶ

孝
たか

 …………………… 15
▪有害鳥獣対策の今後について　

3 目
め

黒
ぐろ

仁
じん

也
や

 …………………… 16
▪固定資産税は標準税率に戻すべき
▪診療所看護師定員の安定化策を
▪豪雨災害を受け、ダムの緊急点検の必要性はないか

4 藤
ふじ

田
た

　 力
ちから

 …………………… 17
▪再生可能エネルギー “小水力・バイオ”の開発について問う
▪水道の未整備地区の解消について

5 新
にっ

国
くに

秀
ひで

一
いち

 …………………… 18
▪具体的な豪雨災害被災者再建支援策と只見地区の排水路改修
計画について

6 山
やま

岸
ぎし

フ
ふ

ミ
み

子
こ

 …………………… 19
▪高齢者にやさしい交通・買い物システムをつくる考えはあるか

7 中
なか

野
の

大
たか

徳
のり

 …………………… 20
▪豪雨災害被災農地への支援策は

8 酒
さか

井
い

右
ゆう

一
いち

 …………………… 21
▪豪雪対策本部の設置時期は適切だったか

◦質問した議員順に掲載しております。
◦ 1議員 1ページの割り当てとなっているため、ページの都合上、質問・答弁
はその概要を掲載しております。

◦また、質問を割愛する場合がありますが、議会ホームページにて議事録を公
開しておりますので、詳細はそちらでご確認ください。



3
月
議
会
一
般
質
問

こ
の
町
を
想
い
、町
政
を
問
う

14

ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
は
解
体
の
い
か
ん
に

関
わ
ら
ず
必
要
な
工
事
で
あ
る
。
各
地
区

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
役
場
庁
舎
建
設
に
か

か
わ
る
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
建
設
基

本
計
画
に
基
づ
く
基
本
方
針
お
よ
び
進
め

方
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
庁
舎
と
地
区
セ

ン
タ
ー
の
合
築
・
併
築
に
つ
い
て
は
、
議

会
全
員
協
議
会
等
で
も
説
明
し
て
い
る
。

住
民
説
明
会
で
一
部
利
活
用
等
の
面
で
不

安
の
意
見
が
あ
っ
た
。

大
塚
議
員
　
議
会
公
共
施
設
再
配
置
特
別

委
員
会
の
最
終
報
告
で
開
発
セ
ン
タ
ー
は

改
築
す
べ
し
、
と
議
会
の
総
意
で
決
定
し

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
の

か
？

町
　
長　

議
会
の
意
思
を
尊
重
し
、
町
民

の
意
見
を
十
分
聞
い
て
反
映
し
て
い
き
た

い
。

の
工
事
費
用
が
か
か
る
説
明
が
さ
れ
た
が
、

現
段
階
で
町
民
合
意
が
な
さ
れ
て
い
る
と

は
思
わ
れ
な
い
。
役
場
本
庁
舎
と
只
見
地

区
セ
ン
タ
ー
の
合
築
・
併
築
と
い
っ
た
話

や
計
画
が
一
人
歩
き
し
て
い
る
よ
う
に
し

か
思
え
な
い
。
当
局
は
町
民
・
議
会
に
対

し
、
十
分
な
説
明
・
理
解
が
必
要
だ
と
思

う
が
、
町
長
の
考
え
は
？

町
　
長　

只
見
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
の
ア

様
々
な
除
雪
支
援
制
度
の
実
態
は
？

町
　
長　

除
雪
支
援
な
ど
の
克
雪
対
策
に

つ
い
て
は
、
只
見
町
で
の
将
来
に
渡
る
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
冬
季
で
も
安
心
し
て

大
塚
議
員
　
只
見
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
の

解
体
撤
去
等
に
つ
い
て
、
町
民
合
意
が
な

さ
れ
て
い
る
の
か
？
　
平
成
24
年
度
に
ア

ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
を
6
0
0
0
万
円
前

後
の
費
用
を
か
け
て
行
い
、
そ
の
後
の
改

築
案
、
解
体
案
に
つ
い
て
納
得
の
で
き
る

説
明
が
さ
れ
な
い
ま
ま
、
平
成
25
年
度
事

業
計
画
の
説
明
の
中
で
、
只
見
総
合
開
発

セ
ン
タ
ー
の
解
体
撤
去
に
5
8
0
0
万
円

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
、
雪
に
負
け

な
い
暮
ら
し
づ
く
り
と
し
て
振
興
計
画
に

位
置
付
け
、
そ
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

大
塚
議
員
　
只
見
町
豪
雪
対
策
本
部
設
置

に
よ
り
、
町
民
の
生
活
安
定
の
た
め
に
町

は
ど
の
よ
う
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
？

町
　
長　

平
成
25
年
2
月
1
日
午
前
10
時
、

只
見
町
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
た
。
取

り
組
ん
で
い
る
対
策
・
対
応
は
、
第
一
に

は
気
象
情
報
の
収
集
お
よ
び
伝
達
で
あ
る
。

第
二
に
は
町
道
除
雪
に
万
全
を
期
し
た

道
路
交
通
の
安
全
確
保
で
あ
る
。

第
三
に
は
、
地
区
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
各

集
落
の
巡
回
を
行
っ
て
い
る
。
集
落
内
の

状
況
や
危
険
個
所
を
把
握
し
、
危
険
排
除

や
周
知
な
ど
を
行
う
こ
と
で
事
故
防
止
に

努
め
る
こ
と
と
併
せ
て
、
独
居
高
齢
者
な

ど
の
要
援
護
世
帯
等
へ
の
訪
問
活
動
を
同

時
に
行
い
、
実
態
把
握
や
必
要
な
対
応
を

実
施
、
関
係
各
機
関
と
の
情
報
共
有
を
目

的
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

大
塚
議
員
　
只
見
町
で
取
り
組
ん
で
い
る

町
民
生
活
安
定
の
た
め
の
豪
雪
対
策
本
部
の
役
割
は

―
道
路
の
安
全
、高
齢
世
帯
の
訪
問
活
動
等
に
万
全
を
期
す

大
塚
純
一
郎
議
員

町
長

只
見
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
解
体

撤
去
に
つ
い
て
、
町
民
の
合
意
は

―
町
民
の
意
見
を
十
分
に
反
映
す
る

大塚純一郎議員



3
月
議
会
一
般
質
問

こ
の
町
を
想
い
、町
政
を
問
う

15

的
な
負
担
の
軽
減
に
は
有
効
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

小
沼
議
員
　
年
々
農
作
物
の
被
害
が
増
え

て
い
る
現
状
と
駆
除
隊
員
の
方
々
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
、
活
動
支
援
の
仕
方
等
の
見
直
し

の
考
え
は
？

町
　
長　

県
も
町
も
免
許
取
得
者
の
減
少

の
中
、
地
域
の
農
村
の
持
つ
被
害
対
応
を

ど
う
で
き
る
か
を
、
猟
友
隊
の
方
々
と
相

談
し
て
有
効
な
手
段
を
考
え
て
い
く
の
が

大
事
と
考
え
て
い
る
。

作
物
被
害
が
増
え
て
い
る

現
状
に
お
い
て
、
少
な
い

駆
除
隊
の
方
々
に
非
常
に

お
骨
折
り
頂
い
て
い
る
が
、

し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い

る
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

有
害
鳥
獣
駆
除
隊
編
成

補
助
金
。
有
害
鳥
獣
捕
獲
実
績
に
応
じ
た

支
援
を
し
て
い
る
。

町
　
長　

県
で
は
平
成
25
年
度
か
ら
新
規

狩
猟
免
許
取
得
者
を
対
象
に
費
用
の
一
部

助
成
制
度
を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
平
成
24
年
度
か
ら
は
鳥
獣
被
害
防
止

特
措
法
に
基
づ
く
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

に
対
す
る
重
点
支
援
が
開
始
さ
れ
、
実
施

隊
に
な
る
こ
と
に
よ
り
狩
猟
税
の
軽
減
、

公
務
災
害
の
適
用
、
許
可
更
新
時
の
技
能

講
習
免
除
等
、
狩
猟
免
許
更
新
時
の
経
済

負
担
を
お
か
け
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
出

荷
、
消
費
自
粛
制
限
を
受
け
、
狩
猟
離
れ

に
よ
る
駆
除
隊
員
28
名
の
活
動
へ
の
影
響

を
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。高
齢
化
、並
び
に

新
た
に
狩
猟
を
始
め
る
人
が
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
り
、
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
編
成
補

助
金
等
活
動
支
援
、
捕
獲
実
績
に
応
じ
た

補
助
金
支
援
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
担

い
手
の
確
保
と
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

小
沼
議
員
　
町
内
の
狩
猟
免
許
取
得
者
の

年
齢
等
く
わ
し
く
わ
か
れ
ば
教
え
て
頂
き

た
い
。

産
業
振
興
課
長
　
駆
除
隊
員
を
年
齢
別
で

い
う
と
、
70
代
が
8
名
、
60
代
10
名
、
50

代
6
名
、
40
代
2
名
、
30
代
2
名
の
方
に

よ
る
駆
除
隊
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

小
沼
議
員
　
高
齢
者
が
多
い
よ
う
だ
が
、

新
規
の
方
を
増
や
す
取
り
組
み
は
？
　
農

小
沼
議
員
　
町
内
の
狩
猟
鳥
獣
の
大
半
が

放
射
性
物
質
の
影
響
に
よ
り
出
荷
、
消
費

自
粛
制
限
の
対
象
と
な
り
、
免
許
取
得
者

か
ら
「
更
新
す
る
価
値
が
な
い
！
」、
そ

ん
な
声
が
聴
か
れ
ま
す
。
狩
猟
免
許
取
得

者
の
高
齢
化
、
減
少
が
進
む
な
か
、
有
害

駆
除
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら

れ
る
の
か
。

町
　
長　

駆
除
隊
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
の
今
後
に
つ
い
て

―
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
員
の
意
見
と
要
望
を
聞
き
、

実
施
隊
設
置
の
検
討
、
協
議
を
行
い
た
い

小
沼
信
孝
議
員

町
長

小沼信孝議員

平成25年度の有害鳥獣駆除隊編成式
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議
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こ
の
町
を
想
い
、町
政
を
問
う

16

に
、
社
内
検
査
や
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
細
密

点
検
も
あ
る
。
田
子
倉
ダ
ム
は
、
平
成
22

年
に
最
強
と
考
え
ら
れ
る
地
震
動
、
耐
震

性
能
照
査
が
実
施
さ
れ
、
安
全
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
も
し
、
緊
急
点
検
の
必
要
が

生
じ
た
ら
流
域
町
村
と
連
携
し
て
国
に
求

め
て
い
く
。

目
黒
議
員
　
流
域
の
ダ
ム
群
は
50
年
を
経

過
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
住
民

の
暮
ら
し
の
安
心
の
た
め
、
流
域
連
携
し

た
緊
急
点
検
を
事
業
者
・
県
・
国
に
求
め

て
い
く
べ
き
で
な
い
か
？

町
　
長　

国
に
よ
る
概
ね
3
年
毎
の
検
査

を
平
成
24
年
度
に
受
け
た
が
、
田
子
倉
、

只
見
、
滝
ダ
ム
は
、
異
常
な
い
。
ま
た
、

法
令
に
基
づ
く
異
常
監
視
が
行
わ
れ
、
結

果
は
毎
年
国
へ
報
告
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

当
面
は
現
行
の
税
率
で
お
願
い
し
た
い
。

診
療
所
の
運
営
費
等
に
充
て
る
な
ど
、
な

る
べ
く
多
く
の
町
民
に
還
元
で
き
る
よ
う

な
形
で
予
算
編
成
し
て
い
る
。

目
黒
議
員
　
固
定
資
産
税
の
超
過
課
税
は
、

恒
常
化
し
て
い
る
。
1.6
を
か
け
る
最
大
の

理
由
は
何
か
？
　
ま
た
、
標
準
税
率
に
戻

す
考
え
は
あ
る
か
？

町
　
長　

目
下
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

目
黒
議
員
　
人
員
確
保
が
進
ま
な
い
の
は
、

採
用
身
分
等
の
問
題
以
外
に
人
員
が
不
足

で
、
仕
事
を
き
ち
ん
と
こ
な
せ
る
か
の
不

安
が
あ
る
こ
と
に
我
々
は
気
づ
く
必
要
が

あ
る
。
町
内
公
募
に
は
限
度
が
あ
り
、
今

後
派
遣
組
織
な
ど
へ
の
依
頼
も
検
討
す
べ

き
だ
。

副
町
長　

人
事
構
成
の
平
準
化
の
観
点
か

ら
課
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
現
行
よ

り
も
さ
ら
に
年
齢
制
限
上
限
を
引
き
上
げ

る
等
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
着
手
し
た
い
。

町
　
長　

募
集
方
法
を
も
う
少
し
改
め
、

臨
機
応
変
に
対
応
す
る
リ
ク
ル
ー
ト
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
。

固
定
資
産
税
は
標
準
税
率
に
戻
す
べ
き

―
財
政
状
況
を
踏
ま
え
引
き
続
き

1.6
の
税
率
で
お
願
い
し
た
い

診
療
所
看
護
師
定
員
の
安
定
化
策
を

―
年
齢
制
限
上
限
を
引
き
上
げ
る

と
こ
ろ
か
ら
進
め
る

豪
雨
災
害
を
受
け
ダ
ム
の
緊
急

点
検
の
必
要
は
な
い
か

―
国
、
法
令
、
自
社
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

定
期
検
査
を
行
っ
て
い
る

目
黒
仁
也
議
員

目黒仁也議員

町
長

豪
雨
災
害
時
に
お
け
る
只
見
ダ
ム

か
ら
の
放
水
状
況



3
月
議
会
一
般
質
問

こ
の
町
を
想
い
、町
政
を
問
う

17

で
も
、
16
か
所
の
簡
易
給
水
施
設
を
援
助

さ
れ
3
8
0
人
の
人
が
利
用
さ
れ
て
い
る

と
聞
く
。
し
か
し
、
ま
だ
、
自
前
や
隣
近

所
で
山
か
ら
の
流
水
を
使
っ
て
い
る
家
庭

が
あ
る
。
年
々
、
高
齢
化
が
進
行
す
る
中

で
重
要
な
問
題
だ
と
捉
え
て
い
る
。
町
補

助
の
簡
易
給
水
施
設
の
さ
ら
な
る
普
及
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
　
長　

簡
易
水
道
の
未
整
備
地
区
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
簡
易
水
道
へ
の
加
入
や

町
補
助
制
度
を
利
用
し
た
給
水
施
設
の
整

備
に
取
り
組
ん
で
来
た
。
こ
う
し
た
対
策

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
方
々
の
意
向
を
踏

ま
え
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
合

意
形
成
も
重
要
で
あ
り
、
地
域
共
通
の
課

題
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
町
と

し
て
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

藤
田
議
員
　
水
道
の
未
整
備
地
区
の
解
消

に
つ
い
て
、
現
在
、
布
沢
・
坂
田
・
塩
ノ

岐
・
黒
谷
入
に
未
整
備
地
区
が
あ
る
。
町

内
に
眠
っ
て
い
る
森
林
資
源
の
有
効
利
用

を
進
め
、
自
然
首
都
・
只
見
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
、
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る
も

の
で
あ
る
。

町
　
長　

小
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
町

民
の
方
々
か
ら
の
提
案
も
い
た

だ
い
て
い
る
。
25
年
度
は
候
補

地
の
最
終
決
定
と
採
用
す
る
発

電
用
水
車
の
型
式
を
決
定
し
、

実
施
設
計
ま
で
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

藤
田
議
員
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
用
・「
木
の
駅
」
構
想
に

つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

町
　
長　
「
木
の
駅
」
構
想
は
、

町
内
の
間
伐
材
を
搬
出
し
「
木

の
駅
」
を
拠
点
と
し
て
集
積
・

加
工
・
調
整
・
出
荷
を
行
い

チ
ッ
プ
や
薪
と
し
て
公
共
施
設

や
一
般
家
庭
で
の
利
用
な
ど
町

藤
田
議
員
　
一
昨
年
3
月
の
原
発
事
故
以

来
、
小
水
力
や
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
っ
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
な
注
目
を
集

め
て
い
る
。
今
回
、
町
の
実
施
計
画
に
小

水
力
の
推
進
と
「
木
の
駅
」
構
想
が
計
画

さ
れ
た
。
小
水
力
の
開
発
と
し
て
具
体
的

な
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

水
道
の
未
整
備
地
区
の

解
消
に
つ
い
て

―
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

地
域
課
題
と
し
て
取
り
組
む

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
〝
小
水
力
・

バ
イ
オ
〞の
開
発
に
つ
い
て
問
う

―
町
内
森
林
資
源
の
有
効
活
用
と
併
せ

て
、
自
然
首
都
・
只
見
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
戦
略
を
検
討
す
る

藤
田

　
力
議
員

町
長

藤田　力議員

期待される小水力発電。写真は、経済文教常任委員会の
委員 6名が視察に訪れた山梨県都留市の小水力発電施設
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る
こ
と
と
な
り
、
治
水
対
策
の
向
上
が
図

ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
な
お
一

層
、
そ
の
趣
旨
に
沿
っ
た
形
で
進
捗
す
る

よ
う
に
我
々
も
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

新
國
議
員
　
町
民
が
今
一
番
危
惧
し
て
い

る
の
は
、
国
の
復
興
予
算
の
よ
う
に
、
役

人
に
よ
る
こ
じ
つ
け
で
と
て
も
復
興
と
は

関
係
な
い
使
わ
れ
方
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
。

あ
く
ま
で
被
災
者
、
被
災
地
域
の
救
済
に

使
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
復
興
に
使
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
　
長
　
言
わ
れ
る
と
お
り
、
基
金
の
目

的
に
沿
っ
て
、
こ
の
基
金
を
皆
さ
ん
と
相

談
し
て
活
用
し
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

被
害
の
防
止
が
図
ら
れ
る
も
の
と
捉
え
て

お
り
、
県
で
は
只
見
川
圏
域
河
川
整
備
計

画
を
平
成
25
年
度
内
に
策
定
す
る
よ
う
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
同
計
画

に
基
づ
き
計
画
的
に
河
川
整
備
が
行
わ
れ

円
、
そ
し
て
平
成
25
年
度
中
に
5
億
円
の

配
分
予
定
で
あ
る
。
こ
の
交
付
金
の
対
象

事
業
に
つ
い
て
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。

一
つ
目
は
、
流
域
自
治
体
等
が
行
う
産

業
復
興
支
援
事
業
な
ど
の
豪
雨
災
害
か
ら

の
復
興
事
業
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
被
災

者
が
町
内
に
お
い
て
生
活
を
再
建
す
る
た

め
に
家
屋
の
新
築
・
改
築
・
修
繕
等
に
一

定
の
投
資
を
行
う
、
も
し
く
は
行
っ
た
場

合
の
被
災
住
民
へ
の
支
援
を
行
う
生
活
再

建
支
援
事
業
で
あ
る
。
交
付
金
の
使
途
と

し
て
は
生
活
再
建
支
援
事
業
を
最
優
先
と

し
、
地
域
振
興
・
産
業
振
興
事
業
、
防
災

拠
点
の
整
備
等
の
3
分
野
へ
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

新
町
、
新
屋
敷
地
内
を
流
れ
る
排
水
路

に
つ
い
て
は
、
排
水
路
の
改
修
に
よ
る
こ

と
な
く
、
河
川
構
造
の
改
良
に
よ
り
浸
水

新
國
議
員
　
福
島
県
只
見
川
流
域
豪
雨
災

害
交
付
金
の
活
用
、
豪
雨
災
害
に
よ
り
被

災
し
た
住
宅
被
害
者
へ
の
再
建
支
援
は
最

優
先
で
あ
る
。
具
体
的
な
豪
雨
災
害
被
災

者
支
援
と
只
見
地
区
の
排
水
路
改
修
は
？

町
　
長
　
昨
年
12
月
の
福
島
県
議
会
に
お

い
て
当
該
基
金
条
例
が
可
決
し
、
9
億
円

が
本
町
に
交
付
さ
れ
、
本
年
度
中
に
4
億

具
体
的
な
豪
雨
災
害
被
災
者
再
建
支
援
策
と

只
見
地
区
の
排
水
路
改
修
計
画
に
つ
い
て

―
生
活
再
建
支
援
事
業
を
最
優
先
と
す
る
。

県
で
、
計
画
的
に
河
川
整
備
が
進
め
ら
れ
る

新
國
秀
一
議
員

町
長

新國秀一議員

対策が求められる、豪雨災害時に甚大
な被害を受けた新町・新屋敷地区
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町
　
長
　
そ
の
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
地

域
の
生
活
課
題
と
し
て
、
関
連
す
る
機
関
・

団
体
等
で
連
携
で
き
る
協
議
検
討
が
必
要
。

将
来
的
に
も
具
体
的
な
取
り
組
み
、
支
援
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

山
岸
議
員
　
買
い
物
だ
け
で
は
な
く
、
孤

独
感
・
不
安
感
を
解
消
で
き
、
ま
た
見
守

り
隊
的
役
割
に
も
な
る
。
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
構
築
し
、

一
日
も
早
い
実
現
を
望
む
。

町
　
長
　
高
齢
化
も
加
速
的
に
進
ん
で
い

る
。
行
政
・
地
域
の
人
た
ち
と
話
し
合
い
、

課
題
と
し
て
捉
え
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
絞
っ
て

検
討
す
る
。

減
を
さ
れ
る
考
え
は
あ
る
か
？

総
務
企
画
課
長
　
確
か
に
他
町
村
と
比
べ

る
と
高
い
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
町
と
し

て
は
提
言
し
て
い
る
が
、

運
行
委
員
会
で
結
論
が
出

て
い
な
い
。

町
　
長
　
業
者
や
機
関
と

共
に
引
き
続
き
協
議
を
す

る
。

山
岸
議
員
　
高
齢
者
、
障

害
の
あ
る
方
、
一
人
暮
ら

し
の
方
な
ど
買
い
物
に
不

自
由
だ
と
の
声
を
聞
く
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
買
い
物
支
援

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
構
築

す
る
考
え
は
あ
る
か
?

町
　
長　

土
・
日
の
運
行
は
運
行
委
員
会

に
申
し
上
げ
、
試
験
的
に
運
行
で
き
る
よ

う
町
支
援
を
考
え
る
。
よ
り
良
い
交
通
シ

ス
テ
ム
へ
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

山
岸
議
員
　
土
・
日
の
交
通
確
保
が
さ
れ

れ
ば
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
方
が
誰
に
も

気
兼
ね
な
く
出
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
地
域
で
自
然
体
の
ま
ま
暮
ら
せ

る
環
境
に
あ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

保
健
福
祉
課
長　

町
民
の
方
が
健
康
で
い

き
い
き
と
生
活
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
支
え
る
も
の
と
し
て
の
基
盤
と
し
て
交

通
の
確
保
は
重
要
で
あ
る
。

山
岸
議
員
　
出
歩
く
こ
と
が
容
易
に
で
き

る
よ
う
に
す
る
に
は
、
料
金
の
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
他
の
自
治
体
で
は
2
0
0
円

か
ら
3
0
0
円
が
多
い
。
自
己
負
担
の
軽

山
岸
議
員
　
地
域
交
通
事
業
と
し
て
、

「
只
見
雪
ん
こ
タ
ク
シ
ー
」
が
月
曜
か
ら

金
曜
ま
で
運
行
さ
れ
て
い
る
。
土
・
日
の

運
行
に
つ
い
て
要
望
が
あ
る
。
高
齢
に

な
っ
て
も
、
友
人
や
知
人
等
容
易
に
訪
問

で
き
る
こ
と
は
老
化
を
防
ぎ
、
精
神
衛
生

上
も
良
い
。
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
考
え
は
あ
る
か
？

高
齢
者
に
や
さ
し
い
交
通
・
買
い
物
支
援
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
る
考
え
は
あ
る
か

―
よ
り
良
い
交
通
シ
ス
テ
ム
へ
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、

将
来
的
な
課
題
と
し
て
捉
え
検
討
し
た
い

山
岸
フ
ミ
子
議
員

町
長

山岸フミ子議員

さらなる利便性が求められる雪んこタクシー
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旧
と
い
う
よ
り
は
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
振

興
に
繫
が
る
よ
う
な
、
復
興
に
直
結
す
る

よ
う
な
、
農
業
振
興
施
策
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

中
野
議
員
　
千
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
大

震
災
。
風
評
被
害
。
そ
し
て
、
百
年
に
一

度
と
言
わ
れ
る
大
水
害
。
大
変
な
時
に
今

直
面
し
て
い
る
。
早
急
に
策
を
練
ら
れ
て

提
案
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
　
長
　
農
業
そ
の
も
の
が
、
地
域
経
済
、

集
落
の
機
能
、
地
域
の
文
化
と
し
て
の
機

能
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
、
ま
さ
に
喫き
っ

緊き
ん

の
課
題
で
あ
り
真し

ん

摯し

に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

討
を
行
い
、
協
議
を
進
め
て
い
く
。

中
野
議
員
　
農
業
者
は
、
田
ん
ぼ
・
畑
が

勤
め
場
で
あ
り
、
食
糧
の
生
産
工
場
で
あ

る
。
勤
め
場
を
失
っ
た
空
白
の
3
年
間
に

対
し
て
、
町
独
自
の
支
援
策
の
考
え
は
あ

る
か
？

産
業
振
興
課
長
　
交
付
金
を
活
用
し
て
復

な
か
っ
た
水
田
面
積
は
約
45
町
歩
、
平
成

25
年
度
も
作
付
け
が
で
き
な
い
見
通
し
の

水
田
面
積
は
約
13
町
歩
と
な
っ
て
お
り
、

農
家
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
苦
労
を
お
か

け
し
て
い
る
も
の
と
痛
切
に
感
じ
、
鋭
意
、

災
害
復
旧
事
業
の
進
捗
を
図
っ
て
い
る
。

農
地
災
害
復
旧
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
災
害
復
旧
事
業
の
農
家
負
担
金
免
除
の

実
施
、
農
家
負
担
を
求
め
な
い
災
害
復
旧

事
業
補
助
金
の
集
落
交
付
を
実
施
し
、
全

面
的
に
支
援
し
て
き
た
。
ま
た
、
被
災
農

機
具
の
修
繕
・
再
取
得
経
営
持
続
補
助
金

の
交
付
、
災
害
資
金
の
利
子
補
給
補
助
金

の
交
付
、
勤
労
意
欲
を
失
わ
な
い
た
め
の

就
労
斡
旋
の
取
組
み
な
ど
、
多
角
的
に
営

農
再
開
の
支
援
策
を
講
じ
て
き
て
お
り
、

今
後
は
只
見
川
流
域
豪
雨
災
害
復
興
交
付

金
を
活
用
し
た
地
域
振
興
策
の
一
環
と
し

て
、
将
来
的
な
農
業
振
興
と
復
興
に
寄
与

す
る
農
業
振
興
策
の
具
現
化
に
向
け
て
検

中
野
議
員
　
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
被
災

農
地
へ
の
支
援
に
つ
い
て
。
平
成
23
年
7

月
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
を
受
け
、
被
災
し

た
農
地
は
何
年
も
耕
作
で
き
ず
に
継
続
意

欲
を
失
い
か
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
、
流
失
や
土
砂
災
害
等
で
被
災
し
た

農
地
に
対
し
、
何
ら
か
の
支
援
策
を
講
じ

る
考
え
は
あ
る
か
？

町
　
長
　
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
の
影
響

に
よ
り
、
平
成
24
年
度
に
作
付
け
が
で
き中野大徳議員

豪
雨
災
害
被
災
農
地
へ
の
支
援
策
は

―
ま
さ
に
喫
緊
の
課
題
、
真
摯
に
取
り
組
む

中
野
大
徳
議
員

町
長

急がれる農地の復旧工事
写真は蒲生地区の農地災害復旧工事
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る
。
そ
こ
で
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
軍
が
主

催
す
る
環
太
平
洋
合
同
演
習
（
リ
ム
パ
ッ

ク
）
が
あ
る
が
、「
7
・
29
新
潟
・
福
島

豪
雨
災
害
」
ク
ラ
ス
の
大
災
害
を
想
定
し

た
合
同
訓
練
を
関
係
機
関
・
団
体
・
企
業

等
と
定
期
的
に
で
き
な
い
か
？

副
町
長
　
平
成
25
年
度
に
水
防
訓
練
を
予

定
し
て
い
る
。
今
の
意
見
を
踏
ま
え
、
事

業
者
等
も
含
め
、
実
施
内
容
を
さ
ら
に
検

討
す
る
。
今
後
に
繫
が
る
よ
う
に
鋭
意
検

討
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

町
　
長
　
豪
雪
対
策
本
部
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
住
民
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の

で
、
生
活
者
の
実
態
を
考
慮
し
一
層
適
切

な
判
断
を
も
っ
て
対
処
し
た
い
。

町
民
生
活
課
長
　
言
わ
れ
る
と
お
り
不
幸

な
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

こ
の
段
に
お
い
て
、
要
綱
の
趣
旨
や
生
活

に
対
し
て
の
不
安
を
解
消
す
る
目
的
か
ら

対
策
本
部
設
置
に
つ
い
て
内
部
検
討
し
、

豪
雪
対
策
、
雪
害
に
対
す
る
検

討
を
行
い
、
今
後
の
降
雪
量
見

込
み
や
さ
ら
な
る
事
故
発
生
の

防
止
を
目
的
に
、
こ
の
時
期
に

設
置
し
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

酒
井
議
員
　
災
害
に
向
き
合
う

に
は
災
害
に
対
す
る
備
え
、
防

災
教
育
と
訓
練
に
尽
き
る
。

7
・
29
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害

の
反
省
点
は
情
報
の
孤
立
と
錯さ
く

綜そ
う

で
あ
る
。
情
報
孤
立
が
も
た

ら
す
災
害
は
悲
惨
な
も
の
で
あ

が
人
が
出
て
い
る
。
な
ぜ
、
す
ぐ
に
本
部

設
置
し
な
か
っ
た
の
か
？

町
民
生
活
課
長
　
町
で
も
1
月
26
日
時
点

で
、
対
策
本
部
の
設
置
に
つ
い
て
内
部
検

討
し
た
。
結
果
と
し
て
、
今
後
の
気
象
予

報
が
回
復
に
向
か
う
見
込
み
で
あ
る
こ
と

と
併
せ
て
、
道
路
交
通
に
お
い
て
も
混
乱

を
き
た
さ
な
い
よ
う
対
策
を
図
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
時
点
で
の
設
置
は
見
送
っ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
町
内
で
不
幸
な

事
故
が
起
き
、
さ
ら
な
る
事
故
発
生
の
防

止
に
努
め
る
た
め
2
月
1
日
に
対
策
本
部

を
設
置
し
た
。

酒
井
議
員
　
只
見
町
豪
雪
対
策
要
綱
が
改

定
さ
れ
た
平
成
22
年
に
は
、
1
月
21
日
に

2
4
3
㌢
の
積
雪
で
本
部
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
今
年
の
豪
雪
対
策
に
は
納
得
で
き

な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

酒
井
議
員
　
町
豪
雪
対
策
要
綱
で
は
、
積

雪
が
2
6
0
㌢
に
達
し
た
と
き
に
豪
雪
対

策
本
部
設
置
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
1
月

25
日
の
夜
半
か
ら
寒
波
が
襲
来
し
、
26
日

は
大
変
な
風
雪
状
況
と
な
り
大
雪
警
報
が

出
て
い
た
。
す
で
に
只
見
町
豪
雪
対
策
本

部
が
設
置
さ
れ
る
条
件
が
整
っ
て
い
た
が
、

町
豪
雪
対
策
本
部
は
2
月
1
日
に
設
置
さ

れ
た
。
こ
の
間
、
雪
に
よ
る
死
亡
者
や
け

町
長

豪
雪
対
策
本
部
の
設
置
時
期
は
適
切
だ
っ
た
か

―
今
後
、
生
活
者
の
実
態
を
考
慮
し
、

適
切
な
判
断
で
対
処
し
た
い

酒
井
右
一
議
員

酒井右一議員

除雪に追われたこの冬の豪雪（只見駅前通り）
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町政や議会等に対してどのように考えているのかを
町民の方々に議会広報特別委員会の委員が直接お伺
いして、さまざまな想いを聴かせていただきました。

横
よこ

山
やま

圭
けい

子
こ

さん
朝日婦人会長を歴任され、併せ
て楢戸地区の民生委員をされて
おり、地域活動の要として活躍
されています。

目
め

黒
ぐろ

俊
とし

行
ゆき

さん
朝日地区センター運営委員会会
長をされており、地域活性化に
力を注いでいます。

婦人会長や民生委員をされ
ている経験から、只見町の

課題は何であると思いますか？
只見町は、昔からの 3地区
意識が強く、只見町として

の一体感が感じられない。
福祉施策は充実したものの雇用の
場が少ない。これは、人材不足だ
けの問題ではなく、働きやすい職
場を意識した環境整備が必要であ
ると思う。

今後のまちづくりについて
ご意見を！
地元にある素材を活用した、
新たな産業おこしができな

いか？
つる細工など伝統として残る産業
については、質を高めてブランド
化してほしい。
また、販売の際には、事前に販売
先を調査してから取り組んでほし
い。
※このほか、除雪の問題や只見高
校振興対策などについて話されま
した。

議会報告会に来ていただい
た感想は？
立派な報告書で感銘してい
る。いろいろな分野におい

て活躍している様子がうかがえた。
議員の方々は町民の代表である自
覚を持って、それぞれの立場で町
当局と政策面での建設的な議論を
していただき、町一丸となったま
ちづくりに取り組んでほしい。

これからの只見町に必要な
取り組みは何であると思い

ますか？
少子高齢化や空家対策に早
急に取り組んでいただきた

い。スピード感を重視した取り組
みを期待したい。
※このほか、新潟県三条市との交
流事業や柏崎原発の廃炉に向けた
要望など話されました。

答
答

問 問

答
答

問 問
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南
会
津
地
方
行
政
研
究
会

地
方
分
権
の
推
進
、
行
政
に
対
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
・
広
域
化
な
ど

の
動
向
を
踏
ま
え
、
南
会
津
管
内
の
各

町
村
が
抱
え
る
課
題
を
共
有
し
、
広
域

行
政
の
推
進
方
策
を
研
究
す
る
た
め
設

置
さ
れ
た
研
究
会
で
す
。

只
見
町
議
会
か
ら
、
3
名
の
議
員
を

選
出
し
て
お
り
ま
す
。

選
出
議
員

目
黒
仁
也
議
員
、
小
沼
信
孝
議
員

石
橋
明
日
香
議
員

南
会
津
地
方
新
消
防
体
制

実
施
計
画
議
員
検
討
委
員
会

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
新

消
防
体
制
基
本
構
想
の
実
施
計
画
策
定

に
当
た
り
、
民
意
を
反
映
さ
せ
る
た
め

に
、
組
織
さ
れ
た
委
員
会
で
す
。
今
後
、

消
防
庁
舎
建
設
や
消
防
救
急
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
お
よ
び
通
信
指
令
台
の
整
備

な
ど
に
関
し
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

只
見
町
議
会
か
ら
、
2
名
の
議
員
を

選
出
し
て
お
り
ま
す
。

選
出
議
員

齋
藤
邦
夫
議
員
、
藤
田
力
議
員

安
全
の
点
か
ら
の
有
蓋
化
は
必
要
が
あ
る
も
の
と

し
て
採
択
と
し
ま
し
た
。

3
月
会
議
終
了
時
点
で
、
結
論
の
出
て
い
な
い

陳
情
が
5
件
あ
り
ま
す
。

坂
田
区
か
ら
の
「
官
公
造
林
の
伐
採
反
対
に
関

す
る
陳
情
」
の
ほ
か
、
一
昨
年
の
豪
雨
災
害
や
豪

雪
に
起
因
す
る
復
旧
陳
情
4
件
で
す
。
今
後
、
各

担
当
委
員
会
で
調
査
・
審
議
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

継
続
審
議
の
陳
情

①
坂
田
区
〈
官
公
造
林
の
伐
採
反
対
に
関
す
る
陳

情
〉

②
石
伏
区
〈
萬
代
橋
の
架
け
替
え
〉

③
黒
谷
区
〈
黒
谷
入
地
区
町
道
整
備
に
関
す
る
陳

情
〉

④
黒
谷
区
〈
町
道
「
下
福
井
根
木
屋
線
」
龍
泉
寺

〜
沢
口
間
の
拡
幅
改
良
に
関
す
る
陳
情
〉

⑤
布
沢
区
〈「
田
沢
向
農
道
橋
」
復
旧
（
架
橋
）

の
お
願
い
〉

※
①
に
つ
い
て
は
、
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
で

継
続
調
査
を
実
施
、
②
〜
⑤
に
つ
い
て
は
経

済
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
ま
す

（
な
お
、
4
月
2
日
に
経
済
文
教
常
任
委
員

会
で
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
）。

水
路
改
良
に

関
す
る
陳
情

蒲
生
区
よ
り
陳
情
の
あ
り
ま
し
た
「
水
路
改
良

の
お
願
い
」
に
つ
い
て
は
、
経
済
文
教
常
任
委
員

会
に
付
託
し
、
委
員
会
内
の
審
議
を
経
て
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

採
択
の
理
由

本
件
は
、
地
域
に
と
っ
て
は
唯
一
の
農
業
用
水

で
あ
り
生
活
用
水
で
も
あ
る
輪
久
水
路
の
維
持
管

理
と
し
て
、
急
峻
な
個
所
に
つ
い
て
高
齢
化
も
伴

い
作
業
に
支
障
を
き
た
し
て
お
り
、
安
全
な
作
業

の
た
め
に
有ゆ
う

蓋が
い

化か

を
望
む
も
の
で
す
。

当
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
ま
す
ま
す
進
む
で

あ
ろ
う
少
子
高
齢
化
の
時
代
の
な
か
で
は
、
集
落

内
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
年
々
厳
し
さ
を
増
し

て
く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
公
共
性
、
公

益
性
を
考
え
必
要
不
可
欠
な
箇

所
に
つ
い
て
は
、
補
助
等
の
有

効
的
な
活
用
を
図
り
な
が
ら
改

善
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

よ
っ
て
、
全
線
の
有
蓋
化
は

難
し
い
が
、
必
要
最
小
限
の
範

囲
で
、
維
持
管
理
作
業
の
安
心

●広域連携による取り組みについて

あの陳情の行方と結果

次
会
期
も
継
続
し
て
審
議

蒲
生
区
の
方
々
よ
り
輸
久
水
路
の

説
明
を
聞
く
議
員

採 択
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町民と議会との接点でもある議
会だよりの作成に町民の皆さま
も参加してみませんか。町民の
いきいきとした写真を常に募集
しています。
◦お問い合わせは
議会事務局　8 2⊖5 3 0 0

●
議
会
報
告
会
を
開
催

4
月
18
日
〜
20
日
に
か
け
て
、
町
内
3
地
区

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
議
会
活
動
の
報
告
を
担
当
議
員
か
ら
説

明
し
た
後
、
参
加
さ
れ
た
町
民
の
方
か
ら
、

様
々
な
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
開
か
れ
た

議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

1
0
0
年
に
1
度
と
い
う
新
潟
・
福

島
豪
雨
災
害
か
ら
1
年
10
か
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
被
災
住
民
の
方
々
へ
の
生
活

支
援
、
2
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い

防
災
・
安
全
対
策
等
課
題
は
山
積
で
す
。

新
年
度
予
算
の
審
議
を
終
え
、
4
月

18
日
〜
20
日
の
日
程
で
第
2
回
目
の
議

会
報
告
会
が
3
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
民
か
ら
𠮟
咤
激
励
を
い
た
だ
き
、

議
会
も
前
向
き
な
政
策
提
案
に
努
め
、

明
る
い
只
見
の
未
来
に
前
進
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

新
年
度
よ
り
、
編
集
委
員
と
よ
り
一

層
の
意
思
疎
通
を
図
れ
る
よ
う
町
内
業

者
に
議
会
だ
よ
り
の
作
成
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
今
後
も
町
民
の
皆
様
か
ら
愛

さ
れ
る
議
会
だ
よ
り
の
発
行
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご

意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

（
編
集
委
員
　
目
黒
仁
也
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

山
岸
フ
ミ
子

副
委
員
長　
　

石
橋
明
日
香

委　
　

員　
　

大
塚
純
一
郎

中
野
大
徳

目
黒
仁
也

小
沼
信
孝

編

集

後

記

2月 5日 南会津地方町村議長会総会
2月14日 国への緊急要望（自民党本部・総務

省・国交省・復興庁）
2月15日 経済文教常任委員会
2月18日 総務厚生常任委員会
2月19日 後期高齢者医療広域連合議会定例会
2月21日 議会 2月会議
2月26日 議会運営委員会研修（～ 27日）
3月 1日  県立只見高等学校卒業式
3月 5日  議会運営委員会
 災害対策特別委員会
3月12日 議会 3月会議（～ 22日）
 災害対策特別委員会
3月13日 只見中学校卒業式
3月15日 予算特別委員会（～ 21日）
3月22日 町内小学校卒業式
3月27日 議会 3月第 2回会議
4月 5日  地域活動支援センター開所式
4月 8日  町内小中学校入学式
4月17日 全員協議会
4月18日 議会報告会（～ 20日）
4月23日 議会 4月会議
4月29日 南会津郡三町一ケ村消防団春季連合

検閲式
委員会31回（※常任委員会：11回、特別委員会
10回、議会運営委員会10回）
全員協議会 5回、本会議 8回

朝日地区センターで開かれた議会報告会

あなたの意見が議会を変える

議会活動や議会だより等に関してご意見のある方は、
電話・手紙・メール（gikai@town.tadami.lg.jp）でお
寄せください。直接意見を伝えたいという方は、議
員と事務局が伺いますので、ご連絡ください。
※「なじょだったかない？」……只見町の方言で「どうでした
か？」という意味。

パソコンやスマートフォンから只見町議会のホーム
ページに入っていただくと議会本会議の議事録を見
ることができます。議事録のデータ作成のため議会
終了後よりお時間をいただいていますが、随時更新
していますのでご覧ください。
http://www.tadami.gr.jp/gikai/gikaitop.html

議会議事録が
ホームページで見られます

今回の議会だよりは
なじょだったかない？


